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　今年も10月１日から赤い羽根共同募金運動がスタートしました。

　赤い羽根共同募金は、高齢者、障害者、子どもたちなどへの地域の福祉活動を支援する募金です。また、

災害時には「災害ボランティアセンター」の設置や運営など、被災地支援にも役立っています。

（詳しくは２面）

※「この広報は赤い羽根共同募金の配分金と社協会費が使われています。」

赤い羽根共同募金運動展開中

～秋田県共同募金会ポスターより～
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今
年
も
全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
地

域
の
福
祉
、み
ん
な
で
参
加
」
の
も
と
、

10
月
１
日
か
ら
共
同
募
金
運
動
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
は
毎
年
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
集
ま
っ
た
募
金
は
来
年
度
、

左
記
の
事
業
に
活
用
し
ま
す
。

◆寝たきり者の出張理容補助に…… 236,000円
◆高齢者世帯の防火点検に………… 　10,000円
◆学校への福祉教育助成金に……… 734,000円
◆単身老人の日帰り旅行に………… 339,000円
◆福祉団体の助成に………………… 410,000円
◆災害ボランティア事業に………… 397,000円
◆ボランティアの育成に…………… 　55,000円
◆社会福祉大会の開催に…………… 663,000円
◆地域福祉座談会の開催に………… 250,000円
◆総合相談事業に…………………… 341,000円
◆トータルケア推進事業に………… 301,000円
◆空き店舗活用事業に……………… 650,000円
◆おたすけマン事業に……………… 　38,000円
◆広報の発行に……………………… 690,000円
◆秋田県全体の地域福祉を推進
　するための活動に………………… 1,752,000円
（災害緊急見舞金・福祉車輌整備に係る助成など）

募金の使い道募金の使い道（目標額（目標額6,866,0006,866,0006,866,000円）円）
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毎
年
皆
さ
ま
に
お
願
い
し
て
い
る
戸

別
募
金
で
は
、
世
帯
あ
た
り
千
円
以
上

と
い
う
目
安
額
を
示
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
目
標
達
成
の
た
め

の
目
安
額
で
あ
っ
て
、
強
制
的
な
割
当

で
は
な
い
こ
と
を
十
分
に
ご
理
解
願
い

ま
す
。
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美
郷
町
で
集
ま
っ
た
募
金
の
約
８
割

は
美
郷
町
で
使
わ
れ
ま
す
。
残
り
の
２

割
は
秋
田
県
内
の
災
害
見
舞
金
や
県
内

施
設
へ
の
助
成
、
募
金
資
材
や
啓
発
活

動
な
ど
に
充
て
ら
れ
、
秋
田
県
全
体
で

使
わ
れ
る
お
金
で
す
。

　

ま
た
、
各

都
道
府
県
の

共
同
募
金
会

で
は
、
募
金

額
の
一
部
を

『
災
害
等
準

備
金
』
と
し

て
積
み
立

て
、
東
日
本

大
震
災
の
よ

う
な
大
規
模
災
害
が
起
こ
っ
た
際
に
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
な
ど
、
被

災
地
を
応
援
す
る
た
め
に
も
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
も
一
層
の

ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
伏
し
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

澁谷理容（駅前）の澁谷久一さんから自宅
で散髪してもらう藤井清志さん（天神堂）

赤赤赤
いい
羽羽羽
根根根
募募募募募
金金金
運運運
動動動動
展展展展
開開開開
中中
！！

　

美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
寝

た
き
り
の
方
の
衛
生
保
持
と
在
宅
介

護
の
支
援
を
図
る
た
め
、
出
張
理
容

補
助
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
出
張
理
容
を
利
用
し

た
際
に
料
金
の
一
部
と
し
て
補
助
券

を
利
用
で
き
る
も
の
で
、
財
源
に
は

町
民
の
皆
さ
ま

か
ら
い
た
だ
い

た
共
同
募
金
の

配
分
金
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
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受賞区分 地　区 氏　　　名

高 額 寄 付 者

六 郷 合資会社深澤商店
千 畑 有限会社沢野自動車整備工場
千 畑 高 山 歯 科 医 院
千 畑 ヤマザキデイリーストアー千畑店
六 郷 六郷金融懇談会
六 郷 六郷小型貨物自動車運送株式会社
六 郷 六郷まちづくり株式会社

第 8回第 8回 美郷町社会福祉大会受賞者の皆さん美郷町社会福祉大会受賞者の皆さん
※敬称略

◆美郷町社会福祉協議会会長表彰状
受賞区分 地　区 氏　　　名

善行・奉仕活動

千 畑 おはなしの会
「しゃぼんだま」

千 畑 武　藤　レイ子
六 郷 松　栄　知　子
六 郷 三　輪　千恵子
六 郷 栗　林　久美子
六 郷 戸　田　佳代子
六 郷 中　村　貞　子
六 郷 小　松　正　治

福 祉 団 体
（個　人）

美郷町更生
保護女性の会 髙　橋　勵　子

美郷町身体
障害者協会 深　澤　勇　光

美郷町身体
障害者協会 佐　藤　芳　弘

美郷町身体
障害者協会 淡　路　秀　輔

永年勤続職員
村　田　　　剛
加　藤　まさ子
渋　谷　好　美

◆美郷町社会福祉協議会会長感謝状
受賞区分 地　区 氏　　　名

退 任 理 事 仙 南 髙　橋　恒　二
退任福祉委員 仙 南 小　川　新　一

退任民生児童委員

千 畑 鈴　木　喜美夫
千 畑 太　田　慶　子
六 郷 高　橋　久美子
六 郷 亀　谷　美枝子
六 郷 田　口　サ　ツ
六 郷 高　橋　テ　イ
六 郷 田　口　梅　夫
六 郷 相　馬　俊　廣
六 郷 伊　藤　泰　子
六 郷 畠　山　カヅ子
仙 南 中　田　宏　明
仙 南 照　井　忠　夫
仙 南 木　下　信　隆

高 額 寄 付 者

千 畑 煙　山　重　幸
千 畑 髙　橋　秀　雄
六 郷 亀　谷　武　彦
六 郷 岡　田　　　登

◆秋田県共同募金会会長表彰状（伝達） ◆秋田県共同募金会会長感謝状（伝達）
受賞区分 地　区 氏　　　名

奉仕団体功労 仙 南 美郷町立仙南西小学校

高 額 寄 付 者

六 郷 あ っ た か 山
六 郷 コ ニ シ 理 容
六 郷 照 　 楽 　 寺
仙 南 株式会社小貫建設

役職員功労者 板　谷　智　子

　

９
月
１
日
、
美
郷
町
公
民
館
で
第
８
回
美
郷
町
社
会

福
祉
大
会
を
開
催
し
、
住
民
や
関
係
者
な
ど
を
含
め
、

約
350
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て「
サ

ン
ワ
ー
ク
六
郷
」
利
用
者
に
よ

る
秋
田
県
民
歌
の
合
唱
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
永
年
に
わ
た
り

社
会
福
祉
活
動
に
貢
献
の
あ
っ

た
14
個
人
１
団
体
に
表
彰
状
、

19
個
人
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
、

秋
田
県
共
同
募
金
会
よ
り
１
個
人
５
団
体
へ
表
彰
状
、

７
団
体
へ
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　

式
典
後
は
美
郷
社
協
職
員
に
よ
る
大
船
渡
市
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告
と
仙
南
中
学
校
、
千
畑
中
学
校

生
徒
に
よ
る
福
祉
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
歌
と
踊
り
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
今
年
の
福
祉
大
会

は
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

　

た
く
さ
ん
の
ご

来
場
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

サンワーク六郷利用者による合唱

仙南中学校、千畑中学校生徒による
福祉事例発表



福 祉 だ よ り第29号 （4）

月　日 曜日 地区
対　象　地　区　（会館）

午　　　前 午　　　後
9：30　～　11：30 1：30　～　3：30

10月24日 月
千畑 千屋北部会館 千屋中部会館

六郷 大島会館 杉の子会館

10月25日 火
千畑 千屋南部会館 小荒川会館

仙南 本田会館 熊堂総合センター

10月26日 水
千畑 長面会館 厨川会館

六郷 下本道会館

10月27日 木
千畑 県道筋会館 城回会館

仙南 万願寺会館 町田会館

10月28日 金
千畑 馬場添会館 黒沢会館

六郷 上鑓田会館 六郷交流促進センター

10月31日 月
千畑 善知鳥会館 第一暁会館

仙南 中島藤原生活総合センター 橋本会館

11月１日 火
千畑 第二暁会館 下畑屋会館

仙南 鶴水会館 佐野会館

11月２日 水
千畑 安城寺会館 中野会館

仙南 中関会館 金沢谷地中会館

11月４日 金
千畑 大畑会館 大柳会館

六郷 雀柳会館 北部寿会館

11月７日 月
六郷 明田地会館 作山児童館

仙南 米ノ口会館 寺田会館

11月８日 火 六郷 西琴児童館

社協が行っている事業や、
　　　地域で抱えている問題について
　　　　　　一緒に話し合ってみませんか？

地域福祉座談会開催のお知らせ
　今年も『誰もが安心して暮らせる地域（まち）づくり』をテーマに、地域福祉座談会を開催します。
　対象地区以外の方も最寄の会館へ参加できますので、お誘い合わせのうえ多数の参加をお待ち
しています。

◎地域福祉座談会日程



どこに仕事を頼んだら良いかお困りではありませんか？

・一般のご家庭で、四季を通じた生活の手助けに
・農作業など、ちょっと人手が足りない時に

等々　

■お問い合わせは
美郷町シルバー人材センターへ
【電話0187－84－0307】

シルバー人材センターを
お気軽にご利用下さい

福 祉 だ よ り（5） 第29号

　秋田県シルバー人材センター連合会では、厚
生労働省秋田労働局の委託を受け、シニアワー
クプログラム地域事業として、55歳以上の方の
就職・就業機会の促進を支援するため、様々な
技能講習を実施しています。８月下旬の８日間
計40時間の日程で、その内容は一般家庭を中心
とした清掃業務全般、高齢者の栄養と食生活、
障子の張り替え、建具の調整等の基礎的な地域
と技能の習得等多岐にわたっています。

午
前
の
講
義
お
よ
び
寸
劇
を
担

当
し
た
美
郷
町
介
護
事
業
所

ス
タ
ッ
フ
。（
左
か
ら
、
小
西
、

加
賀
谷
、
渋
谷
、
戸
沢
）

午前中の寸劇の様子。　　　　
迫真の演技に皆さん拍手喝采！

午後の実技は和気あいあいとした雰囲気の中で。

　その中で８月30日（火）の「生活・家事支援講
習」のプログラムについての講師を美郷町介護
事業所職員が担当しました。
　午前中の「在宅訪問マナーの基本、高齢者と
のコミュニケーションのとり方」では、（講師
　美郷町介護事業所　介護福祉士　小西蓉子）
介護保険制度の内容や申請の仕方も加え、認知
症高齢者の接し方等美郷町介護事業所職員によ
る寸劇を交えての講義内容となり、受講生の皆
さんからもとても分かりやすいと好評でした。
午後の「家庭介助の基本と演習」（講師　美郷
町介護事業所　介護福祉士　佐藤　幸、東海林
光子）では衣類の着脱やシーツ交換のやり方、
移乗介助等の実技でしたが、予定になかった内
容を受講生からリクエストされ急きょ追加した
り、また積極的にどんどん質問も出され、終始
和やかな雰囲気で進み、受講生の意欲が強く感
じられた講習会になりました。

～美郷町介護事業所職員が講師として参加～



福 祉 だ よ り第29号 （6）

六
郷
老
人
ク
ラ
ブ
交
通
安
全
教
室
終
わ
る

　

去
る
７
月
22
日
に
第
２
回
若
水
大

学
が
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
36
名
で

し
た
。
中
身
と
し
て
は
、
普
段
か
ら

高
齢
者
が
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
振
り
込
め
詐
欺
の
防
止
策
、
酒

酔
い
状
態
の
歩
行
体
験
、
道
路
横
断

の
留
意
点
、
自
転
車
運
転
の
安
全
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
装
着
時
の
安
全
確

認
、
車
の
安
全
運
転
操
作
等
大
事
な

こ
と
を
講
話
と
実
地
訓
練
で
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
普
段
の
安
全
運

転
が
ど
の
く
ら
い
身
に
つ
い
て
い
る

か
点
数
で
結
果
が
出
る
た
め
参
加
者

は
一
喜
一
憂
。
と
て
も
和
や
か
な
雰

囲
気
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
一
言
（
今
回
の
若
水

大
学
「
交
通
安
全
教
室
」
は
こ
れ
ま

で
に
な
く
充
実
し
た
有
意
義
な
教
室

で
し
た
。
講
師
の
お
話
や
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
説
明
・
寸
劇
は
と
て
も
わ
か

り
や
す
く
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
コ
ン
デ
ン
サ
ー

や
交
通
安
全
教
育
車
に
よ
る
運
転
適

性
診
断
な
ど
は
新
鮮
で
貴
重
な
体
験

美
郷
老
連
だ
よ
り
③

で
し
た
。
交
通
事
故
な
ど
自
分
は
大

丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
よ
り
慎
重
に
行
動
し
よ
う

と
感
じ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
＝
米
町
長
生
会　

熊
谷

徳
）

　

今
回
は
大
曲
警
察
署
交
通
課
か
ら

９
名
の
ス
タ
ッ
フ
と
日
本
自
動
車
連

盟
秋
田
支
部
か
ら
１
名
の
計
10
名
に

よ
る
き
め
細
か
な
講
習
会
に
な
り
ま

し
た
。

六
郷
老
人
ク
ラ
ブ
交
通
安
全
教
室
終
わ
る

六
郷
老
人
ク
ラ
ブ
交
通
安
全
教
室
終
わ
る

六
郷
老
人
ク
ラ
ブ
交
通
安
全
教
室
終
わ
る

六
郷
老
人
ク
ラ
ブ
交
通
安
全
教
室
終
わ
る

　今年の歳末チャリティーバザーは12月４日（日）、保健セン
ター（六郷）で開催する予定です。開催に向け、ご家庭で眠っ
ている品で商品価値のあるものがありましたらぜひご寄贈を
お願いします。
　これは、歳末たすけあい運動の一環として毎年12月に開催
しているもので、バザーの売上金は要援護世帯の方々があた
たかい正月を迎えられるように義援金として配分されます。
　供出品の取りまとめや開催内容など、詳細につきましては
再度チラシを通じてお知らせします。

　

社
協
で
は
、
町
か
ら
の
委
託
を
受
け

『
高
齢
者
実
態
把
握
調
査
』
を
随
時
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
た
支
援
を
適
切
に
行
っ
て

い
け
る
よ
う
に
す
る
、
介
護
予
防
事
業

の
た
め
の
調
査
で
す
。

　

調
査
員
（
社
協
職
員
）
が
伺
っ
た
際

は
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
身
体
状
況
や
家
族
構
成
な
ど
の
簡
単

な
聞
き
取
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
程
度

で
、
特
に
難
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）
な
お
、
調
査
で
得
た
個
人
情
報
は

厳
重
に
管
理
し
、
目
的
以
外
に
使
用
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

西
側
入
口
（
県
道
角
六
線
側
）
を
ご

利
用
の
際
は
職
員
駐
車
場
を
経
由
し
ま

す
が
、
駐
車
場
内

の
順
路
が
分
か
り

に
く
い
た
め
、
ま

た
、
場
内
の
事
故

防
止
の
目
的
も
兼

ね
て
案
内
矢
印
を

引
き
ま
し
た
。

昨年のバザーでは465,855円もの売
り上げになりました

交通安全教育車を使って運転適性診断をしている様子

福
祉
セ
ン
タ
ー
西
側
入
口

福
祉
セ
ン
タ
ー
西
側
入
口

を
利
用
さ
れ
る
方
へ

を
利
用
さ
れ
る
方
へ

高
齢
者
実
態
把
握

高
齢
者
実
態
把
握

調
査
の
お
願
い

調
査
の
お
願
い
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【
最
近
の
学
校
の
様
子
】

◇
九
月
三
日（
土
）福
祉
部
十
四
名
が
「
チ
ビ

ッ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」へ
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
は
進
行
役
と
し
て
三
年
生
三
名
も
手
伝

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
台
風
が
近
づ

き
心
配
し
ま
し
た
が
、
見
事
な
晴
天
。
や
る

気
満
々
で
会
場
に
向
か
い
ま
し
た
。
私
た
ち

が
担
当
す
る
「
高
校
生
と
遊
ぼ
う
」
コ
ー
ナ

ー
の
「
コ
ー
ス
タ
ー
」
作
り
は
毎
年
大
人
気

で
す
。
昨
年
は
材
料
が
足
り
な
く
な
り
、
ち

び
っ
子
に
残
念
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た

の
で
今
年
は
準
備
を
万
端
整
え
ま
し
た
。
気

温
も
高
か
っ
た
せ
い
か
、
会
場
も
活
気
に
満

ち
て
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
思
い
通
り

に
作
品
が
出
来
上
が
る
と
チ
ビ
ッ
子
た
ち
か

ら
歓
声
が
上
が
り
、
さ
っ
そ
く
バ
ッ
ク
に
付

け
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

◇
十
月
三
日（
月
）か
ら
六
日（
木
）ま
で
二
年
生
が
三
泊
四
日

の
日
程
で
「
韓
国
へ
の
修
学
旅
行
」
へ
出
発
し
ま
す
。
二
年

生
の
教
室
は
旅
行
の
準
備
や
お
み
や
げ
話
で
賑
や
か
で
す
。

◇
十
月
十
二
日（
水
）中
学
生
へ
の
体
験
入
学
が
行
わ
れ
ま
す
。

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
模
擬
試
験
「
福
祉
」
の
希
望
者
に
、

福
祉
科
三
年
生
が
中
心
と
な
っ
て
福
祉
科
二
・
三
年
生
が
一
緒

に
模
擬
試
験
を
行
い
指
導
す
る
予
定
で
す
。
福
祉
科
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
当
日
担
当
す
る
三
年
生
は
そ
の

準
備
に
一
生
懸
命
で
す
。

◇
十
月
二
十
日（
木
）「
美
郷
町
更
生
保
護
女
性
の
会
」
の
方

約
二
十
五
名
が
本
校
で
一
緒
に
介
護
体
験
を
行
い
ま
す
。
七

月
に
は
校
門
で
朝
の
挨
拶
と
共
に
優
し
く
声
を
掛
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
地
域
の
方
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
な
が
ら
今
後
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

秋
冷
が
気
持
ち
よ
く
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
、
前
期
の
定
期
考
査
が
終
了
し
三
日
間
の
秋
休

み
を
終
え
、
十
月
三
日（
月
）か
ら
新
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。

十
月
は
学
校
行
事
が
多
く
、
私
た
ち
は
大
忙
し
で
す
。

　

二
十
九
日（
土
）は
、
学
校
祭
「
笹
竹
祭
」
で
す
。
今
年
の
テ

ー
マ
は
「
七
色（
に
じ
い
ろ
）〜
一
人
の
力
は
み
ん
な
の
力
〜
」

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
取
り
組
め
る
よ
う
、
今
年
は
大
幅
に
中

身
を
見
直
し
、
生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
福
祉
科
は
「
福
祉
科
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

二
年
生
福
祉
科
は
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
楽
し
い
劇
を
演
じ
る
予

定
で
す
。
役
者
揃
い
の
ク
ラ
ス
で
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て

く
だ
さ
い
。
ど
う
ぞ
、
皆
さ
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
福
祉
科
二
年
生
施
設
分
散
実
習
開
始
】

　

二
年
生
は
、
十
月
か
ら
行
事
を
除
く
毎
水
・
木
曜
日
の
二

日
間
分
散
実
習
が
始
り
ま
す
。
夏
休
み
中
、
八
月
一
日
か
ら

五
日
ま
で
集
中
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
五
日
間
は
「
介

護
の
仕
事
を
見
て
知
る
」
だ
け
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
実

際
に
「
介
護
」
と
い
う
仕
事
を
覚
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
専
門
的
・
実
践
的
な
実
習
と
な
り
ま
す
。
将
来
介

護
福
祉
士
と
し
て
働
く
自
分
を
目
標
に
、
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
施
設
実
習
を
終
え
て　

３
年
生
】

　

施
設
実
習
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
特
に
勉
強
に
な
っ
た
こ
と
は
他
職
種
と

の
連
携
の
大
切
さ
で
す
。
介
護
職
は
一
人
で
は
何
も

で
き
な
い
仕
事
だ
と
一
番
最
初
に
教
わ
り
ま
し
た
。

連
絡
・
報
告
・
相
談
が
成
り
立
っ
て
こ
そ
仕
事
の
意

味
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
介
護
福
祉
士
は
常
に
利
用

者
の
立
場
に
立
ち
敬
う
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
接
す
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
職
員
同
士
が
仲
良

く
笑
顔
で
楽
し
い
職
場
に
す
る
こ
と
が
利
用
者
も
安

心
で
き
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
い
つ
で
も
家
庭
に

い
る
よ
う
な
安
心
感
が
あ
る
だ
け
で
場
は
和
み
、
た

く
さ
ん
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
と
お
聞
き
し
、
福
祉
の

仕
事
に
対
す
る
不
安
は
な
く
な
り
、
将
来
介
護
福
祉

士
と
し
て
携
わ
っ
て
い
こ
う
と
気
持
ち
を
強
く
し
ま

し
た
。

（
高
橋　

知
佳
）

　

実
習
が
始
ま
っ
た
頃
の
私
は
、
実
際
に
施
設
で
本

格
的
な
介
護
を
す
る
こ
と
に
、
不
安
や
緊
張
が
あ
り

ま
し
た
。
大
き
な
声
を
出
し
た
り
、
笑
顔
で
利
用
者

の
方
に
接
す
る
こ
と
も
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
利
用
者
さ
ん
に
も
不
安
を
与
え
不

快
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
失
敗
す
る
度
に
実
習
指
導
者
や
職
員
の
方
が

親
切
に
指
導
し
て
く
だ
さ
り
、
技
術
面
の
向
上
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
が
一
番
苦
手
だ
っ

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
、
職
員
の
方
々
を
見
習

い
、
笑
顔
で
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
、
今
で
は
自
然

に
声
が
出
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
二
年
間
の
実
習
を
通
し
て
、

自
分
を
大
き
く
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
伊
藤
未
那
子
）

介護福祉士国家
試験模擬試験

　福祉科２・３年生
が一緒に模擬試験を
行いました。難しい
問題に、みんな真剣
です。



福 祉 だ よ り第29号 （8）

編
集
後
記

　

台
風
15
号
が
猛
威
を
奮
っ
た
彼
岸
入

り
。
そ
れ
ま
で
の
夏
の
空
気
が
一
気
に

秋
の
匂
い
に
変
わ
り
ま
し
た
。「
暑
さ

寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
と
は
よ
く
言
う
も

の
で
す
が
、
古
人
の
言
は
実
に
よ
く
的

を
射
て
い
ま
す
。

　

秋
と
い
え
ば
実
り
の
季
節
。
稲
刈
り

も
こ
の
号
が
出
る
頃
に
は
落
ち
着
い
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
社
協
に
と
っ
て
は

社
会
福
祉
大
会
や
地
域
福
祉
座
談
会
、

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
な
ど
、
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
何
か
と
慌
た
だ

し
い
時
期
で
す
。

　

次
号
の
発
行
は
12
月
15
日
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

Ｈ
・
Ｄ

〒 019─1541
秋田県仙北郡美郷町土崎字上野乙 6番地 1

社会福祉法人 美郷町社会福祉協議会 TEL0187（85）2294（代） FAX0187（85）2291
senfuku@obako.or.jp

美郷町介護事業所 TEL0187（87）6128（代） FAX0187（87）6680

■
物
品
寄
付

後
三
年

高
橋　

千
枝
様

（
紙
箱
）

羽
貫
谷
地

渡
辺　
　

明
様

（
紙
オ
ム
ツ
）

佐
野

キ
ッ
カ
ワ
宅
配
サ
ー
ビ
ス
様

（
乳
製
品
・
飲
料
）

秋
田
市　

北
日
本
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
㈱
東
北
支
社
様

（
車
椅
子
）

（
平
成
23
年
８
月
１
日
〜

９
月
30
日
受
付
分
）

■
一
般
寄
付

六
郷
婦
人
会
会
長

岩
田　
　

貞
様

旭
町

亀
谷
美
枝
子
様

野
中

杏　

授　

苑
様

秋
田
建
築
労
働
組
合
大
曲
支
部

支
部
長　

須
田　

鐡
美
様

■
香
典
返
し

羽
貫
谷
地

渡
辺　
　

明
様

本
堂
中
部

太
田　

郁
夫
様

紀
の
国

髙
橋　

邦
武
様

石
神

加
藤　
　

章
様

※
こ
の
ほ
か
、
匿
名
で
の
一
般
寄
付

　

も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
方
々
よ
り
当
協
議
会
に
善

意
の
金
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

厚
意
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る

岩
手
県
大
船
渡
市
へ
の
派
遣
要
請

は
、
４
月
か
ら
定
期
的
に
あ
り
、
美

郷
町
社
協
か
ら
は
第
５
班
（
９
月
５

日
〜
９
月
10
日
）
と
し
て
職
員
３
名

を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
半
年
経
っ
た
今
、
４
月

の
第
１
班
の
派
遣
時
と
比
べ
る
と
道

路
の
ガ
レ
キ
も
だ
い
ぶ
片
付
け
ら

れ
、
復
興
に
向
け
て
少
し
ず
つ
前
進

し
て
い
る
の
が
実
感
で
き
ま
す
。

　

被
災
者
の
ニ
ー
ズ
（
要
望
や
必
要

と
し
て
い
る
こ
と
）
も
被
災
直
後
と

は
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
避
難
所
か

ら
仮
設
住
宅
へ
の
引
っ
越
し
手
伝
い

や
側
溝
の
泥
上
げ
な
ど
も
多
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

※
受
付
順

　「全国災害たすけあい」として秋
田県共同募金会と連携しながら行っ
ていた義援金の受付期間は９月30日
まででしたが、翌年３月31日まで延
長されることになりました。
　美郷町共同募金会へもたくさんの
義援金が寄せられたことに厚くお礼
申し上げるとともに、今後
も被災地の復興の一助とす
るため、ご協力よろしくお
願いします。

一輪車やスコップなどの資材を運び
出す社協職員とボランティア。

側溝の泥上げをする学生ボランティア。
魚介類の死がいなどによる悪臭もかなり
強く、大変な作業です。

　

寄
付
を
し
て
い
た
だ
い
た

場
合
、
忌
明
け
・
快
気
祝
い

等
の
ハ
ガ
キ
を
無
料
で
作
成

し
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は

お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
９
月
は
関
東
や
西
日
本
で

台
風
の
被
害
が
発
生
し
、
大
船
渡
か

ら
そ
ち
ら
に
支
援
物
資
を
送
っ
た
り

し
た
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
用

の
長
靴
や
ス
コ
ッ
プ
な
ど
が
不
足
す

る
と
い
う
事
態
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
要
請
が
あ
れ
ば
支
援
を
行

っ
て
い
く
予
定
で
す
。

北
日
本
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
㈱

東
北
支
社
様
か
ら
は
車
椅
子
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

被
災
地
復
興
支
援

活
動
報
告

被
災
地
復
興
支
援

活
動
報
告


